
は じ め に

　この冊子は若年性認知症の方とそのご家族のために作成しました。

　認知症は高齢者の病気と思われがちですが、65歳未満で発症することも

あり、65歳未満で発症した場合を若年性認知症といいます。現役世代で発

症するため、仕事の継続や子どもの養育など若い世代特有の悩みが多くあ

ります。

　認知症については近年周知が進んでいますが、若年性認知症の方は高齢者

の認知症の方に比べると数が少なく、社会での理解もまだまだ十分とは言え

ない状況です。

　若年性認知症の診断を受けたからといって、何もできないわけではあり

ません。適切な治療を受け、周囲の配慮を得られれば、症状の進行を遅らせ

たり、仕事を継続したりすることも可能です。仕事の継続が難しくなってし

まった場合でも、ご本人の能力をいかせる場を見つけることで役割や生きが

いを持つことができます。経済的な不安を軽減するための制度も利用するこ

とができます。

　そのためには、病気がわかってからできるだけ早く適切な助言や支援を受

けることが大切です。福井県では若年性認知症相談窓口を設置し、若年性認

知症支援コーディネーターが相談に対応しています。また、若年性認知症自

立支援ネットワークを構築し、若年性認知症の方とそのご家族を多方面から

支えていけるよう、各関係機関で連携を図っています。

　この冊子に目を通していただき、病気についての理解や、支援のための資

源や制度の利用に役立てていただければ幸いです。

福井県若年性認知症相談窓口

夏 井  絵 美
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制 度 の 利 用 と 支 援 の 流 れ（ 一 例 ）

初診

診断

診断

就労している場合に
受けられる支援

障害者職業センター
障害者就業・生活支援センター

ハローワーク

相談窓口

福井県若年性認知症相談窓口
専門病院

認知症疾患医療センター
若年性認知症コールセンター

相談窓口

障害者相談支援事業所
地域包括支援センター

相談窓口

雇用保険（失業給付）

退職後の支援

傷病手当金

休職中の支援

国民年金保険料の免除
国民健康保険税の軽減

公的医療保険・公的年金
の切り替え手続き

障害者枠での雇用
障害福祉サービス
（就労継続支援）

再就職の支援

自立支援医療
重度障がい者（精神）

医療費無料化対策事業
特定医療費（指定難病）

支給認定制度

医療費の助成

障害基礎年金・障害厚生年金
（初診から１年半経過してから申請）

公的年金の手続き

精神障害者保健福祉手帳
（初診から半年経過してから申請）

手帳の取得

障害福祉サービス
介護保険サービス

日常生活の支援

日常生活自立支援事業
成年後見制度

権利擁護

特別障害者手当

経済的な支援

※支援の流れはあくまで一例です。
　就労している方や新たに就労をされる方は右側

の支援や制度も合わせて受けることができます。
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医療

若年性認知症ってどんな病気？
もの忘れの症状に
どう対応したら良いの？
本人にどう接したら良いの？

 ●  若年性認知症とは  P６
 ●  原因疾患ごとの特徴  P６
 ●  日常生活でできる工夫  P８
 ●  周りの方ができる配慮  P９

医療費が負担…何か支援はあるの？  ●  自立支援医療（精神通院医療）  P10 
　…精神疾患の通院医療費の自己負担が軽減されます。
 ●  重度障がい者（精神）医療費無料化対策事業  P11
　…全ての通院医療費の自己負担額が助成されます。
 ●  特定医療費（指定難病）支給認定制度 P11
　…指定難病の医療費が助成されます。
 ●  高額療養費制度  P13 
　…医療費が高額になった場合の自己負担が軽減されます。
 ●  高額医療・高額介護合算療養費制度  P14 
　…医療費と介護費の合計が高額になった場合の自己負担が軽減さ

れます。

就労

仕事を続けたいけど、
相談にのってくれる人はいるの？

 ●  就労に関する支援窓口  P15〜17 　
　…できるだけ長く働くために、支援を受けることができます。

仕事を休むことになり、
給料がもらえないけど、どうしよう？

 ●  傷病手当金  P18 
　…就労中、病気で長期に仕事を休む場合に支給されます。

仕事を退職したけど、どんな手続きが
必要なの？

 ●  雇用保険（失業給付）  P20 
　…退職後、再就職のために求職活動を行う場合に受給できます。
 ●  公的年金の手続き  P22〜23 
　…退職後は公的年金の手続きが必要です。
　　国民年金保険料の免除が受けられる場合があります。
 ●  公的医療保険の手続き  P24〜26 
　…退職後は公的医療保険の手続きが必要です。
　　国民健康保険税の軽減制度があります。

退職したけど、新たに仕事を探すこと
はできるの？
どこで相談にのってもらえる？

 ●  就労に関する支援窓口  P15〜17 
　…ご本人に合った仕事の紹介や、
　　仕事に慣れるための支援を受けることができます。
 ●  障害福祉サービス  P29 
　…就労継続支援で就労の機会を得ることができます。

福祉
介護

精神障害者保健福祉手帳って何？
どんなメリットがあるの？

 ●  精神障害者保健福祉手帳  P28 
　…交付を受けると、様々なサービスや制度が利用できます。

日常生活の支援を受けたいけど、
どんなサービスがあるの？

 ●  障害福祉サービス  P29 
　…自立訓練や居宅介護などのサービスが利用できます。
 ●  介護保険サービス  P31
　…通所リハビリや訪問介護などのサービスが利用ができます。

介護保険サービスの利用料が負担…
支援はあるの？

●  高額介護（予防）サービス費  P33 
　…介護サービス費が高額になった場合の自己負担が軽減されます。
 ●  特定入所者介護（予防）サービス費  P34 
　…施設入所やショートステイの食費・居住費（滞在費）の負担が軽

減されます。
 ●  高額医療・高額介護合算療養費制度  P14 
　…医療費と介護費の合計が高額になった場合の自己負担が軽減

されます。

こ ん な と き は こ の ペ ー ジ を 確 認 し ま し ょ う
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経済

経済的に困っている…
何か支援は受けられるの？

 ●  障害基礎年金・障害厚生年金  P35 
　…病気やケガで生活や仕事が制限される場合に給付されます。
 ●  特別障害者手当  P37 
　…常時特別な介護が必要と判断された場合に支給されます。
 ●  生活福祉資金貸付制度  P37 
　…生活の安定と経済的自立を図るために、資金を貸し付ける制度

です。
 ●  税制における優遇制度等  P38〜42 
　…所得税や住民税の控除、自動車税の減免が受けられる場合があ

ります。
 ●  生命保険・住宅ローン（団体信用保険）  P43 
　…加入している生命保険の保障や団体信用保険の保障による住

宅ローンの支払い免除が受けられる場合があります。

権利
擁護

お金の管理や契約手続きが
心配になってきた

 ●  日常生活自立支援事業  P44 
　…福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理サービスを受ける

ことができます。
 ●  成年後見制度  P45 
　…判断能力に不安のある方を保護・支援する制度です。

家族
支援

家族が受けられる支援はないの？  ●  介護休業制度・雇用保険（介護休業給付）  P48 
　…家族の介護のために仕事を休む場合に取得・受給できます。
 ●  ハローワーク（職業相談窓口）  P49 
　…仕事を探すための支援を受けることができます。

交流

同じ悩みを持つ人と
交流できる場はあるの？

 ●  本人・家族の交流の場  P53
　…認知症の人と家族の会
　　ほや座くらぶ（若年性認知症の人と家族の会）
　　認知症カフェ・家族会など

相談
窓口

どんなところで相談できるの？

若年性認知症の方に関する相談全般

病気や治療について

介護・保健・福祉・医療サービスの
利用も含めた相談全般

就労について

労働問題について

法的トラブルについて

年金について

各制度の申請・問い合わせ

 ●  福井県若年性認知症相談窓口  P50 
 ●  若年性認知症コールセンター  P50 

 ●  専門病院・認知症疾患医療センター  P50 
 ●  認知症サポート医・認知症研修を修了したかかりつけ医  P50 

 ●  地域包括支援センター  P51
 ●  障がい者福祉に関する相談窓口  P52

 ●  障害者職業センター  P15 
 ●  障害者就業・生活支援センター  P16 
 ●  ハローワーク（専門相談窓口）  P17 

 ●  社会保険労務士会  P27 

 ●  法テラス  P46 

 ●  年金事務所  P58 
 ●  社会保険労務士会  P27 

各制度のページを確認してください
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